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本日ここに「札幌気象業務 150 周年記念式典」を挙行するにあたり、ご来賓

の皆様をはじめ、多くの関係者の皆様にご臨席を賜りましたことを、心より御

礼申し上げます。 

 

150 年前、当時の北海道開拓使は「北海道の厳しい自然環境のもとで開拓を

進めるには、気象観測が必要である」との考えのもと、ここ札幌の地におい

て、気象観測を開始しました。以来、気象業務は北海道の開拓、特に農業や漁

業と深いかかわりを持ちながら、その活動範囲を道内全域へと広げ、気象のみ

ならず地震や火山に関する業務も行うようになりました。この間、洞爺丸台風

などの風水害、十勝岳や有珠山など多くの火山噴火、北海道南西沖地震や近年

の胆振東部地震など幾多の災害を教訓として、その時々の社会の要請に応えな

がら、観測・監視や予報に関する技術の高度化を進め、人々の命と暮らしを守

り、地域の発展を支えてまいりました。 

 

この 150 年の歩みは、先人たちのたゆまぬ努力と献身によって築かれたもの

であり、また、気象台だけではなく、国や地方公共団体、防災関係機関、報道

機関、研究・教育機関、さらには地域住民の皆様との連携によって支えられて

きたものであります。この歩みを支えていただいた方々への感謝の意を込め、

本式典では、気象業務の推進に顕著な功績を挙げられた方々を表彰いたしま

す。 

 

近年では、ここ北海道においても線状降水帯や暴風雪などの気象災害が発生

し、火山噴火や千島海溝・日本海溝沿いの巨大地震の発生も危惧されている

中、札幌管区気象台に対する社会の期待はますます高まっていると感じていま

す。本日、札幌気象業務 150 周年の記念すべき日にあたり、私たちは、今まで

の歴史と信頼を礎として、今後も最新の科学技術を取り入れながらより的確で

分かりやすい情報を発信し、地域の皆様と共に防災や産業振興に貢献してまい

る所存です。 

 

気象業務の一層の前進を図るべく全力で取り組む決意を新たにし、ご臨席の

皆様には今後とも札幌管区気象台への変わらぬご理解とご支援を賜りますよう

お願い申し上げ、式辞といたします。 

 

令和８年９月１日       

札幌管区気象台長 酒井 喜敏 


